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第４章 心柱としての人権教育
第３節 人権学習のデザイン

１時間の人権学習を実践する時間割上のコマは、主として道徳や学活になるだ

ろうと思います。この節では、人権学習を時間割にどう位置づけ、どう展開する

かを考えます。

この節は、

■人権教育と道徳教育■

■道徳における人権学習■

という２つの項から成っています。

■人権教育と道徳教育■

１ 道徳をめぐる今日的状況

２０１４年度を迎えた時点での道徳をめぐる今日的状況は、極めて緊迫してい

る。「教育の森」の企画段階である２０１２年度末には、このくだりを書く予定

はなかった。事態は急展開した。

第二次安倍内閣は、道徳の教科化の方針を打ち出し、２０１５年度からの実施

に向けて準備を始めた。明らかになっている青写真では－－道徳科検定教科書が

作られ、それを使った指導が強制され、文章表記の評価をしなければならなくな

る。

「検定教科書を使った指導が強制され」と書いたが、本当は「強制」なんかさ
．．．．

れないだろう。算数や国語がそうであるように、当然のこととして使うだけのこ

とだ。

国語科では、「投げ込み教材」というカタチで教科書にない教材を使うことも
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ある。道徳科においても、『なかまとともに』にある教材などを入れることは可

能だ。だが、圧倒的多数は教科書オンリーの年間指導計画を立てるだろう。まし

てや投げ込み教材中心の年間計画を立てることなど、皆無に近いはずだ。教育委

員会から詳細な実施状況報告を求められることも、当然予想される。教科になっ

た道徳のワクを使って人権教育をするには、それなりの自覚と覚悟が要る。

２ 歴史の中の道徳と同和教育

「それなりの自覚と覚悟」という意味を理解するには、道徳と同和教育の歴史

における接点に触れる必要がある。

文科省の道徳は戦前の修身と同一線上にある。文科省の言い分はともかく、一

般にはそう理解されている。

修身は、戦争遂行の一翼を担った歴史の反省を踏まえ、戦後民主教育では姿を

消した。しかし、保守の人たち(１９５５年の保守合同で自由民主党、つまり自

民党になる)は、道徳という衣を着せて復活させる機会を虎視眈々と窺っていた。

それが具体化するのが、１９５８年８月の「学習指導要領・道徳編」告示である。

この後、特設道徳(官製道徳)反対運動が各地で展開される。

同和教育テキスト『なかま』は、１９６０年に創刊されている。文部省の道徳

＝修身の対抗軸として、反差別・人権尊重の立場で作成されたのが『なかま』な

のである。官製道徳反対を叫ぶだけでなく、奈同教は時間割の道徳枠で使える教

材を提示した。教材づくりは１９５７年の『部落の子ら』に始まり、『なかま』

はその延長線上にある。したがって、道徳との絡みで『なかま』を作ったという

のは正しくない。しかし、歴史的に浅からぬ因縁があるのも確かだ。

それでは両者の違いはどこにあるのか。

奈良県同和教育研究会結成４０周年記念誌『むなつき坂を越えて』(１９９２

年)に松浦勇太郎さんの「『なかま』の刊行」という文章が掲載されていて、当時

のいきさつを記録している。

「道徳教育、特に、特設時間による道徳教育では、子どもの生活に対する

認識や真実を見通す力は育ってこない」という強力な意見が一般的であった。

道徳の徳目には、体制を維持する道徳は強調されているが、部落解放にとっ

て書かせない「人権尊重」や「科学性」「要求運動」については、ほとんど
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とりあげられていないばかりか、項目のなかには部落差別を再生産するもの

さえあったのである。

人権尊重の精神に徹し、差別とたたかう意欲と実践力をもった人間は、こ

のような道徳教育と特設時間のなかでは育たない。この官製道徳に対する強

力な反対運動をくりひろげるなかで、「たんに官製道徳に反対するばかりで

なく、『同和』教育にふさわしい教材を、地域の子どもたちの要求や親たち

の願いにもとづいて、教師集団の組織が自主的に編集していこう。現時点に

おける最も重要な課題である」という結論に達し、「同和」教育テキスト『な

かま』の作成の具体化を強くせまられたのである。

半世紀以上前のこの指摘は、なお今日的であると私は感じている。

３ 人権教育と道徳教育

近年、人権教育と道徳教育の距離感が小さくなっているように感じる。感覚的

な話になるが、人権教育の内容が道徳教育に擦り寄っているように思えてならな

い。しかし、両者は「生まれ」も「育ち」も「目指すところ」も違う。具体的な

教材を例にみてみよう。
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光村図書『どうとく３年 きみがい

ちばんひかるとき』(2000 年)に「思い
きって言ったけど」という教材がある。

指導内容は「勇気」である。

文科省『心のノート 小学校３・４

年』には「勇気を出せるわたしになろ

う」という教材がある。やはりテーマ

は「勇気」である。

２つの教材について、指導書の該当

ページも紹介しておこう。黄色の網掛

け部分に注目して読み進めてほしい。

両教材に共通する「思想性」が見えて

くるはずだ。
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